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福島事故起源の放射性物質の陸域から
水域への移行



土壌サンプリングによる検証

→第3次（広域には第4次も含む）
航空機モニタリングが初期沈着量を表すのに適切

Cs-134,137, I-131放射性核種の存在量，
下方浸透の実態把握

土壌侵食にともなう放射性核種の土
壌側方移動の定量化

土壌から河川，湖沼，河川から海洋への放
射性核種負荷量の算出
Cs-134,137

ポータブルゲルマニウム検出器に
野外での核種量測定

今後の放射性物質の移動の予測
Air-Borne センサー校正に利用

流出土砂・流出水の測定

スクレーパープレートによる
5mm間隔での核種存在量測定

京都大

筑波大

水の放射性核種の超高精度測定

気象研

筑波大・東工大
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東工大・茨城大・気象研

筑波大

筑波大・広島大

放射性物質を含む土壌微粒子の
巻き上げの測定

移行過程の予測のための基礎データ・関係式, 
モデル研究のための初期値・パラメータを提供

森林から土壌への
放射性核種の移行の実態解明

気象研

筑波大・広島大

環境中での移行 (2011/6-）
水文水資源学会緊急調査費： →戦略推進費(2011/6‐)，科研(2012/7‐)

研究対象地

研究対象地

広葉樹混合樹林

スギ林（壮齢林、
若齢林）

福島県伊達郡川俣町

山木屋地区

林内外調査地点

スギ若齢林
3300/ha

スギ壮齢林
1200/ha

広葉樹混合林
（ナラ、アカマツ）

2500/ha

樹冠

H24年3⽉

調査森林の概要



樹幹流 林内⾬

樹幹流サンプラー 林内雨サンプラー
（冬季は林内雪）観測期間：2011年7⽉〜

①分布調査
・⾼さ別葉の採取
・In-situ測定
（計数率・空間線量率）

②移⾏調査
・林内⾬、樹幹流、落葉等
のセシウム濃度測定

観測体制

リタートラップ

ポータブルGe検出器

森林内観測タワー
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Around 200 days after the accident

粗大有機物懸濁物質流出量・溶存態

森林流域からの流出

様々な土地利用からの放射性セシウムの流出

土壌侵食による移行
未耕作地

耕作地

水田を介した移行
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Observation of suspended sediment discharge from paddy field by puddling
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観測機器 観測項目
濁度計（NUT-30000、高濁度測定用） 浮遊土砂濃度の観測
浮遊砂サンプラー 浮遊土砂のサンプリング（福島市、郡山市サイト）
林内雨サンプラー 林内雨の回収。（二本松市サイト）
雨量計 雨量の計測
水位計、パーシャルフリューム（三角堰） 水位の観測

表1 観測機器と観測項目

図 濁度計

図 浮遊砂サンプラー（右図は側溝への設置例）

図 雨量計図 林内雨サンプラー

図 水位計

図 パーシャルフリューム

図 三角堰 図 本宮市サイト（用水路取水）における機器設置概観 図 本宮市サイト（降雨取水）における機器設置概観

図 本宮市サイト（降雨取水）の概観

図 調査対象地マップ



放射性Csの移行経路としての河川

• 河川水系を介した放射性Csの移行は移行量・移行距
離ともに大きい

• 放射性Csの移動形態

– 1)浮遊砂に吸着された「懸濁態」

– 2)河川水自体に溶融した状態で運ばれる「溶存態」

観測地点
‐福島・宮城県下30箇所の観測網を整備‐

長期観測６地点:2011年7月~
（阿武隈川とその支流口太川）

追加観測点（２４箇所）:2013年1月~
（阿武隈水系+浜通りの2級河川）
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水境川

口太川上流

口太川中流

口太川下流

(a)原発事故前の土地利用区分 (b)原発事故後の土地利用区分

原発事故前後の土地利用の変化



環境省事業
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まとめと今後の課題

• 学会の役割；初期調査費は有効に機能
→学会をバックに政府に要請

・各省庁との直接のコンタクト：現状はとても非効率だが
その方法しか現状はない。
・各省庁の縦割りの論理：→モニタリング調整会議に研
究者の参画を

• 調査結果：
• 土地利用(主に植被）により地表からの放射性セシウ

ムの流出量・減少速度は異なる。
– チェルノブイリの事例との比較から、濃度減少速度がさら
に変化することも考えられるため、観測を継続する必要

– (現状では政府予算の見通しはない。）

• 堆積物中のCs‐137濃度の粒度依存性の考慮が必要


